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1. 重大事故等対策 

1.0  重大事故等対策における共通事項 

1.1  緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

1.2  原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却す

るための手順等 

1.3  原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等 

1.4  原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却す

るための手順等 

1.5  最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

1.6  原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.7  原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

1.8  原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等 

1.9  水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順

等 

1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等 

1.11  使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 

1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等 

1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等 

1.14 電源の確保に関する手順等 

1.15 事故時の計装に関する手順等 

1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等 

1.17 監視測定等に関する手順等 

1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等 

1.19 通信連絡に関する手順等 
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2. 大規模な自然災害又は故意による大型航空機の衝突その他テロリ

ズムへの対応における事項 

2.1 可搬型設備等による対応 

 

下線部の資料のうち，本日の説明に必要な部分を抜粋して提出 
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1.5.2 重大事故等時の手順 

1.5.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 

(1) 最終ヒートシンク（大気）への代替熱輸送（交流電源が健全で

ある場合） 

 a. 格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及

び除熱 

残留熱除去系の機能が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送

する機能が喪失した場合，格納容器圧力逃がし装置により最終

ヒートシンク（大気）へ熱を輸送する。 

格納容器ベント実施中において，炉心損傷を判断した場合

は，一次隔離弁又は二次隔離弁を全閉し，格納容器ベントを一

旦停止する。また，残留熱除去系による原子炉格納容器内の除

熱機能及び可燃性ガス濃度制御系の機能が回復した場合は，一

次隔離弁及び二次隔離弁を全閉し，格納容器ベントを停止す

る。 

 

(a) 格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及

び除熱 

ⅰ. 手順着手の判断基準 

炉心損傷※1 前において，原子炉格納容器内の冷却を実施

しても，原子炉格納容器内の圧力を規定圧力

（279kPa[gage]）以下に維持できない場合。 

 

※1:｢炉心損傷｣は，格納容器内雰囲気放射線レベル

（CAMS）で原子炉格納容器内のガンマ線線量率が，
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設計基準事故相当のガンマ線線量率の 10 倍を超えた

場合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル（CAMS）

が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 

 

ⅱ. 操作手順 

格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧

及び除熱の手順は以下のとおり。手順対応フローを第

1.5.3 図に，概要図を第 1.5.4 図に，タイムチャートを第

1.5.5 図及び第 1.5.6 図に示す。 

［W/W ベントの場合（D/W ベントの場合，手順⑧以外は同

様）］ 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，原子炉格納

容器内の水位がサプレッション・チェンバ・プール水位

外部水源注水制限（ベントライン-1m）以下であることを

確認し，格納容器圧力逃がし装置によるウェットウェル

（以下「W/W」という。）側からの格納容器ベントの準備

を開始するよう運転員に指示する（原子炉格納容器内の

水位がサプレッション・チェンバ・プール水位外部水源

注水制限を越えている場合はドライウェル（以下「D/W」

という。）側からの格納容器ベントの準備を開始するよ

う指示する）。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本

部に格納容器圧力逃がし装置による格納容器ベントの準

備開始を報告する。 
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③現場運転員 C 及び D は，格納容器圧力逃がし装置による

格納容器ベントに必要な電動弁の電源の受電操作を実施

する。 

④中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器圧力逃がし装置

による格納容器ベントに必要な電動弁の電源が確保され

たこと，及び監視計器の電源が確保されていることを状

態表示にて確認する。 

⑤中央制御室運転員 A 及び B は，FCVS 制御盤にてフィルタ

装置水位指示値が通常水位範囲内であること及びフィル

タ装置ドレン移送ポンプの水張りが完了していることを

確認する。 

⑥中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器ベント前の確認

として，不活性ガス系（以下「AC 系」という。）隔離信

号が発生している場合は，格納容器補助盤にて，AC 系隔

離信号の除外操作を実施する。 

⑦中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器ベント前の系統

構成として，非常用ガス処理系が運転中であれば非常用

ガス処理系を停止し，非常用ガス処理系フィルタ装置出

口隔離弁及び非常用ガス処理系出口 U シール隔離弁の全

閉操作，並びに耐圧強化ベント弁，非常用ガス処理系第

一隔離弁，換気空調系第一隔離弁，非常用ガス処理系第

二隔離弁及び換気空調系第二隔離弁の全閉，及びフィル

タ装置入口弁の全開を確認する。 

⑧ａW/W ベントの場合 

中央制御室運転員 A 及び B は，一次隔離弁（サプレッシ
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ョン・チェンバ側）操作用空気供給弁を全開とすること

で駆動空気を確保し，一次隔離弁（サプレッション・チ

ェンバ側）の全開操作を実施する。 

⑧ｂD/W ベントの場合 

中央制御室運転員 A 及び B は，一次隔離弁（ドライウェ

ル側）操作用空気供給弁を全開とすることで駆動空気を

確保し，一次隔離弁（ドライウェル側）の全開操作を実

施する。 

⑨現場運転員 C 及び D は，格納容器ベント前の系統構成と

して，フィルタベント大気放出ラインドレン弁を全閉と

し，格納容器圧力逃がし装置による格納容器ベント準備

完了を当直副長に報告する。 

⑩当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器圧力

逃がし装置による格納容器ベント準備完了を緊急時対策

本部に報告する。 

⑪当直副長は，原子炉格納容器内の圧力に関する情報収集

を適宜行い,当直長に報告する。また，当直長は原子炉格

納容器内の圧力に関する情報を，緊急時対策本部に報告

する。 

⑫当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器圧力

逃がし装置による格納容器ベントの開始を緊急時対策本

部に報告する。 

⑬当直副長は，格納容器ベント開始圧力（310kPa[gage]）

に到達する時間，原子炉格納容器内の圧力上昇率を考慮

し，中央制御室運転員に格納容器ベント開始を指示す
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る。 

⑭中央制御室運転員 A 及び B は，二次隔離弁を調整開（流

路面積約 70%開）とし，格納容器圧力逃がし装置による

格納容器ベントを開始する。二次隔離弁の開操作ができ

ない場合は，二次隔離弁バイパス弁を調整開（流路面積

約 70%開）とし，格納容器圧力逃がし装置による格納容

器ベントを開始する。 

なお，原子炉格納容器内の圧力に低下傾向が確認されな

かった場合は，二次隔離弁又は二次隔離弁バイパス弁の

増開操作を実施する。 

⑮中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器圧力逃がし装置

による格納容器ベントが開始されたことを格納容器内圧

力指示値の低下及びフィルタ装置入口圧力指示値の上昇

により確認し，当直副長に報告する。また，当直長は，

格納容器圧力逃がし装置による格納容器ベントが開始さ

れたことを緊急時対策本部に報告する。 

⑯中央制御室運転員 A 及び B は，FCVS 制御盤にてフィルタ

装置水位指示値を確認し，水位調整が必要な場合は当直

副長に報告する。また，当直長は，フィルタ装置の水位

調整を実施するよう緊急時対策本部に依頼する。 

⑰中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器ベント開始後，

炉心損傷を判断した場合は，一次隔離弁（サプレッショ

ン・チェンバ側又はドライウェル側）の全閉操作を実施

する。なお，一次隔離弁の全閉操作ができない場合は，

二次隔離弁又は二次隔離弁バイパス弁の全閉操作を実施
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する。 

残留熱除去系による原子炉格納容器内の除熱機能及び可

燃性ガス濃度制御系の機能が回復し，格納容器圧力逃が

し装置を停止できると判断した場合は，一次隔離弁（サ

プレッション・チェンバ側又はドライウェル側）の全

閉，その後に二次隔離弁又は二次隔離弁バイパス弁の全

閉操作を実施する。 

 

ⅲ.操作の成立性 

上記の操作は，1 ユニット当たり中央制御室運転員 2 名

（操作者及び確認者）及び現場運転員 2 名にて作業を実施

した場合，作業開始を判断してから格納容器圧力逃がし装

置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱開始まで約 40 分

で可能である。 

 

(b) 原子炉格納容器ベント弁駆動源確保（予備ボンベ） 

残留熱除去系の機能が喪失し，格納容器圧力逃がし装置に

より大気を最終ヒートシンクとして熱を輸送する場合，空気

駆動弁である一次隔離弁（サプレッション・チェンバ側又は

ドライウェル側）を全開とし，格納容器ベントラインを構成

する必要があり，通常の駆動空気供給源である計装用圧縮空

気系が喪失した状況下では遠隔空気駆動弁操作用ボンベが駆

動源となる。常設ボンベの残量が減少した場合に，常設ボン

ベと予備ボンベを交換することで，一次隔離弁の駆動圧力を

確保する。 
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開始できるよう，使用する資機材は作業場所近傍に配備す

る。室温は通常運転時と同程度である。 

 

(2) 最終ヒートシンク（大気）への代替熱輸送（全交流動力電源喪

失時の場合） 

a. 格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び

除熱（現場操作） 

残留熱除去系の機能が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送

する機能が喪失した場合，格納容器圧力逃がし装置により最終

ヒートシンク（大気）へ熱を輸送する。 

格納容器ベント実施中において，炉心損傷を判断した場合

は，一次隔離弁又は二次隔離弁を全閉し，格納容器ベントを一

旦停止する。また，残留熱除去系による原子炉格納容器内の除

熱機能及び可燃性ガス濃度制御系の機能が回復した場合は，一

次隔離弁及び二次隔離弁を全閉し，格納容器ベントを停止す

る。 

なお，全交流動力電源喪失時は，現場手動にて系統構成を行

うとともに原子炉建屋原子炉区域の系統構成は事前に着手す

る。 

 

(a) 格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及

び除熱（現場操作） 

ⅰ. 手順着手の判断基準 

［原子炉建屋原子炉区域の系統構成］ 

全交流動力電源喪失時に，早期の電源復旧が見込めない
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場合。 

［格納容器ベント準備］ 

炉心損傷※1 前において，原子炉格納容器内の冷却を実施

しても，原子炉格納容器内の圧力を規定圧力

（279kPa[gage]）以下に維持できない場合。 

 

※1:｢炉心損傷｣は，格納容器内雰囲気放射線レベル

（CAMS）で原子炉格納容器内のガンマ線線量率が，

設計基準事故相当のガンマ線線量率の 10 倍を超えた

場合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル（CAMS）

が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 

 

ⅱ. 操作手順 

格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧

及び除熱の手順は以下のとおり。手順対応フローを第

1.5.3 図に，概要図を第 1.5.26 図に，タイムチャートを第

1.5.27 図及び第 1.5.28 図に示す。 

［W/W ベントの場合（D/W ベントの場合，手順⑨以外は同

様）］ 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，原子炉建屋

原子炉区域の系統構成を現場運転員に指示する。 

②現場運転員 E 及び F は，非常用ガス処理系フィルタ装置

出口隔離弁及び非常用ガス処理系出口 U シール隔離弁の

全閉操作を実施する。 
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③当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，原子炉格納

容器内の水位がサプレッション・チェンバ・プール水位

外部水源注水制限（ベントライン-1m）以下であることを

確認し，格納容器圧力逃がし装置による W/W 側からの格

納容器ベントの準備を開始するよう運転員に指示する

（原子炉格納容器内の水位がサプレッション・チェン

バ・プール水位外部水源注水制限を越えている場合は

D/W 側からの格納容器ベントの準備を開始するよう指示

する）。 

④当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本

部に格納容器圧力逃がし装置による格納容器ベントの準

備開始を報告する。 

⑤中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器圧力逃がし装置

による格納容器ベントに必要な監視計器の電源が確保さ

れていることを状態表示にて確認する。 

⑥中央制御室運転員 A 及び B は，FCVS 制御盤にてフィルタ

装置水位指示値が通常水位範囲内であること及びフィル

タ装置ドレン移送ポンプの水張りが完了していることを

確認する。 

⑦中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器ベント前の系統

構成として，耐圧強化ベント弁，非常用ガス処理系第二

隔離弁及び換気空調系第二隔離弁の全閉，並びにフィル

タ装置入口弁の全開を確認する。 

⑧現場運転員 E 及び F は，格納容器ベント前の系統構成と

して，非常用ガス処理系第一隔離弁及び換気空調系第一
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隔離弁の全閉を確認する。 

⑨ａW/W ベントの場合 

現場運転員 C 及び D は，一次隔離弁（サプレッション・

チェンバ側）を遠隔手動弁操作設備による操作で全開と

する。また，遠隔手動弁操作設備による操作以外の手段

として，直流電源が健全である場合は，一次隔離弁（サ

プレッション・チェンバ側）操作用空気供給弁を現場で

手動開し，一次隔離弁（サプレッション・チェンバ側）

を中央制御室の操作にて全開する手段がある。更に一次

隔離弁（サプレッション・チェンバ側）逆操作用空気排

気側止め弁を全閉，一次隔離弁（サプレッション・チェ

ンバ側）操作用空気供給弁及び一次隔離弁（サプレッシ

ョン・チェンバ側）操作用空気排気側止め弁を全開する

ことで電磁弁排気ポートへ駆動空気を供給し，一次隔離

弁（サプレッション・チェンバ側）を全開する手段があ

る。 

⑨ｂD/W ベントの場合 

現場運転員 C 及び D は，一次隔離弁（ドライウェル側）

を遠隔手動弁操作設備による操作で全開とする。また，

遠隔手動弁操作設備による操作以外の手段として，直流

電源が健全である場合は，一次隔離弁（ドライウェル

側）操作用空気供給弁を現場で手動開し，一次隔離弁

（ドライウェル側）を中央制御室の操作にて全開する手

段がある。更に一次隔離弁（ドライウェル側）逆操作用

空気排気側止め弁を全閉，一次隔離弁（ドライウェル



1.5-57 

側）操作用空気供給弁及び一次隔離弁（ドライウェル

側）操作用空気排気側止め弁を全開することで電磁弁排

気ポートへ駆動空気を供給し，一次隔離弁（ドライウェ

ル側）を全開する手段がある。 

⑩現場運転員 C 及び D は，フィルタベント大気放出ライン

ドレン弁を全閉とし，格納容器圧力逃がし装置による格

納容器ベント準備完了を当直副長に報告する。  

⑪当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器圧力

逃がし装置による格納容器ベント準備完了を緊急時対策

本部に報告する。 

⑫当直副長は，原子炉格納容器内の圧力に関する情報収集

を適宜行い,当直長に報告する。また，当直長は原子炉格

納容器内の圧力に関する情報を，緊急時対策本部に報告

する。 

⑬当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器圧力

逃がし装置による格納容器ベントの開始を緊急時対策本

部に報告する。 

⑭当直副長は，格納容器ベント開始圧力（310kPa[gage]）

に到達する時間，弁操作に必要な時間，原子炉格納容器

内の圧力上昇率を考慮し，運転員に格納容器ベント開始

を指示する。 

⑮現場運転員 C 及び D は，二次隔離弁を遠隔手動弁操作設

備にて調整開（流路面積約 70%開）とし，格納容器圧力

逃がし装置による格納容器ベントを開始する。二次隔離

弁の開操作ができない場合は，二次隔離弁バイパス弁を
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遠隔手動弁操作設備にて調整開（流路面積約 70%開）と

し，格納容器圧力逃がし装置による格納容器ベントを開

始する。 

なお，原子炉格納容器内の圧力に低下傾向が確認されな

かった場合は，二次隔離弁又は二次隔離弁バイパス弁の

増開操作を実施する。 

⑯中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器圧力逃がし装置

による格納容器ベントが開始されたことを格納容器内圧

力指示値の低下及びフィルタ装置入口圧力指示値の上昇

により確認し，当直副長に報告する。また，当直長は，

格納容器圧力逃がし装置による格納容器ベントが開始さ

れたことを緊急時対策本部に報告する。 

⑰中央制御室運転員 A 及び B は，FCVS 制御盤にてフィルタ

装置水位指示値を確認し，水位調整が必要な場合は当直

副長に報告する。また，当直長は，フィルタ装置の水位

調整を実施するよう緊急時対策本部に依頼する。 

⑱中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器ベント開始後，

炉心損傷を判断した場合は，一次隔離弁（サプレッショ

ン・チェンバ側又はドライウェル側）の全閉操作をする

よう現場運転員に指示する。 

残留熱除去系による原子炉格納容器内の除熱機能及び可

燃性ガス濃度制御系の機能が回復し，格納容器圧力逃が

し装置を停止できると判断した場合は，一次隔離弁（サ

プレッション・チェンバ側又はドライウェル側）の全

閉，その後に二次隔離弁又は二次隔離弁バイパス弁の全
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閉操作をするよう現場運転員に指示する。 

⑲［格納容器ベント開始後，炉心損傷を判断した場合］ 

現場運転員 C 及び D は，遠隔手動弁操作設備により一次

隔離弁（サプレッション・チェンバ側又はドライウェル

側）の全閉操作を実施する。なお，一次隔離弁の全閉操

作ができない場合は，遠隔手動弁操作設備により二次隔

離弁又は二次隔離弁バイパス弁の全閉操作を実施する。 

［残留熱除去系による原子炉格納容器内の除熱機能及び

可燃性ガス濃度制御系の機能が回復し，格納容器圧力

逃がし装置を停止できると判断した場合］ 

現場運転員 C 及び D は，遠隔手動弁操作設備により一次

隔離弁（サプレッション・チェンバ側又はドライウェル

側）の全閉，その後に二次隔離弁又は二次隔離弁バイパ

ス弁の全閉操作を実施する。 

 

ⅲ. 操作の成立性 

上記の操作は，1 ユニット当たり中央制御室運転員 2 名

（操作者及び確認者）及び現場運転員 4 名にて作業を実施

した場合，作業開始を判断してから格納容器圧力逃がし装

置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱開始まで約 70 分

で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，

照明及び通信連絡設備を整備する。 

遠隔手動弁操作設備の操作については，操作に必要な工

具はなく通常の弁操作と同様であるため，容易に実施可能
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である。 

また，作業エリアにはバッテリー内蔵型 LED 照明を配備

しており，建屋内常用照明消灯時における作業性を確保し

ているが，ヘッドライト及び懐中電灯をバックアップとし

て携行する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

 

(b) フィルタ装置ドレン移送ポンプ水張り 

格納容器ベント中に想定されるフィルタ装置の水位調整準

備として，乾燥状態で保管されているドレン移送ポンプへ水

張りを実施する。 

なお，操作手順については，「1.5.2.1(1)a.(c) フィルタ

装置ドレン移送ポンプ水張り」の操作手順と同様である。 

 

(c) フィルタ装置水位調整（水張り） 

フィルタ装置の水位が通常水位を下回り下限水位に到達す

る前に，フィルタ装置補給水ラインからフィルタ装置へ水張

りを実施する。 

なお，操作手順については，「1.5.2.1(1)a.(d) フィルタ

装置水位調整（水張り）」の操作手順と同様である。 

 

(d) フィルタ装置水位調整（水抜き） 

格納容器ベントにより原子炉格納容器内から排気されたガ

スが格納容器圧力逃がし装置の配管内及びフィルタ装置内で

凝縮し，その凝縮水がフィルタ装置に溜まることでフィルタ
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1.7.2 重大事故等時の手順 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 

(1) 交流電源が健全である場合の対応手順 

a. 格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び

除熱 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱除去系の

機能が喪失した場合，及び代替循環冷却系の運転が期待できな

い場合は，サプレッション・チェンバ・プール水以外の水源を

用いた原子炉格納容器内へのスプレイを実施しているため，サ

プレッション・チェンバ・プール水位が上昇するが，外部水源

注水制限値に到達した場合は，このスプレイを停止するため，

原子炉格納容器内の圧力を 620kPa[gage]以下に抑制できる見込

みがなくなることから，格納容器圧力逃がし装置による原子炉

格納容器内の減圧及び除熱を実施し，原子炉格納容器の過圧破

損を防止する。 

また，原子炉格納容器内でジルコニウム－水反応により発生

した水素ガスが原子炉建屋に漏えいする可能性があることか

ら，燃料取替床天井付近の水素濃度，非常用ガス処理系吸込配

管付近の水素濃度及び燃料取替床以外のエリアの水素濃度並び

に静的触媒式水素再結合器動作監視装置の出入口温度の監視を

行い，原子炉建屋内において異常な水素ガスの漏えいを検知し

た場合は原子炉格納容器内に滞留した水素ガスを排出すること

で，原子炉建屋への水素ガスの漏えいを防止する。 

なお，格納容器圧力逃がし装置を使用する場合は，プルーム

の影響による被ばくを低減させるため，運転員は待避室へ待避
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しプラントパラメータを継続して監視する。 

格納容器ベント実施中において，可燃性ガス濃度制御系及び

残留熱除去系が復旧した場合，又は代替循環冷却系の運転によ

り原子炉格納容器内の除熱機能が開始された場合は，一次隔離

弁及び二次隔離弁を全閉し，格納容器ベントを停止する。 

 

(a) 格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及

び除熱 

ⅰ. 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※1 において，炉心の著しい損傷

の緩和及び原子炉格納容器の破損防止のために必要な操作

が完了した場合※2。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル（CAMS）で原子炉格

納容器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当の

ガンマ線線量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器

内雰囲気放射線レベル（CAMS）が使用できない場合

に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認した場

合。 

※2:炉心の著しい損傷を防止するために原子炉圧力容器

への注水を実施する必要がある場合，又は原子炉格

納容器の破損を防止するために原子炉格納容器内へ

スプレイを実施する必要がある場合は，これらの操

作を完了した後に格納容器ベントの準備を開始す

る。ただし，発電用原子炉の冷却ができない場合，
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又は原子炉格納容器内の冷却ができない場合は，速

やかに格納容器ベントの準備を開始する。 

 

ⅱ. 操作手順 

格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧

及び除熱の手順は以下のとおり。手順の対応フローを第

1.7.1 図に，概要図を第 1.7.2 図に，タイムチャートを第

1.7.3 図及び第 1.7.4 図に示す。 

 

［W/W ベントの場合（D/W ベントの場合，手順⑬以外は同

様）］ 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，原子炉格納

容器内の水位がサプレッション・チェンバ・プール水位

外部水源注水制限（ベントライン-1m）以下であることを

確認し，格納容器圧力逃がし装置によりウェットウェル

（以下「W/W」という。）側から格納容器ベント実施の準

備を開始するよう運転員に指示する（原子炉格納容器内

の水位がサプレッション・チェンバ・プール水位外部水

源注水制限を越えている場合はドライウェル（以下

「D/W」という。）側からの格納容器ベント実施の準備を

開始するよう指示する）。  

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本

部に格納容器圧力逃がし装置による格納容器ベントの準

備開始を報告する。 

③現場運転員 C 及び D は，格納容器圧力逃がし装置による
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格納容器ベントに必要な電動弁の電源の受電操作を実施

する。 

④中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器圧力逃がし装置

による格納容器ベントに必要な電動弁の電源が確保され

たこと，及び監視計器の電源が確保されていることを状

態表示にて確認する。 

⑤中央制御室運転員 A 及び B は，FCVS 制御盤にてフィルタ

装置水位指示値が通常水位範囲内であること及びフィル

タ装置ドレン移送ポンプの水張りが完了していることを

確認する。 

⑥中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器ベント前の確認

として，不活性ガス系（以下「AC 系」という。）隔離信

号が発生している場合は，格納容器補助盤にて，AC 系隔

離信号の除外操作を実施する。 

⑦中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器ベント前の系統

構成として，非常用ガス処理系が運転中であれば非常用

ガス処理系を停止し，非常用ガス処理系フィルタ装置出

口隔離弁及び非常用ガス処理系出口 U シール隔離弁の全

閉操作，並びに耐圧強化ベント弁，非常用ガス処理系第

一隔離弁，換気空調系第一隔離弁，非常用ガス処理系第

二隔離弁及び換気空調系第二隔離弁の全閉，及びフィル

タ装置入口弁の全開を確認後，二次隔離弁を調整開（流

路面積約 50%開）とし，格納容器圧力逃がし装置による

格納容器ベント準備完了を当直副長に報告する。二次隔

離弁の開操作ができない場合は，二次隔離弁バイパス弁
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を調整開（流路面積約 50%開）とし，格納容器圧力逃が

し装置による格納容器ベント準備完了を当直副長に報告

する。 

⑧現場運転員 C 及び D は，格納容器ベント前の系統構成と

して，フィルタベント大気放出ラインドレン弁を全閉と

し，格納容器圧力逃がし装置による格納容器ベント準備

完了を当直副長に報告する。 

⑨当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器圧力

逃がし装置による格納容器ベント準備完了を緊急時対策

本部に報告する。 

⑩当直副長は，原子炉格納容器内の圧力及び水位，並びに

原子炉建屋内の水素濃度に関する情報収集を適宜行い，

当直長に報告する。また，当直長は，原子炉格納容器内

の圧力及び水位，並びに原子炉建屋内の水素濃度に関す

る情報を，緊急時対策本部に報告する。 

⑪当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器圧力

逃がし装置による格納容器ベントの開始を緊急時対策本

部に報告する。 

⑫当直副長は，以下のいずれかの条件に到達したことを確

認し，運転員に格納容器ベント開始を指示する。 

・外部水源を用いた原子炉格納容器内へのスプレイを実

施中に，サプレッション・チェンバ・プール水位が

「真空破壊弁高さ」に到達した場合。 

・燃料取替床天井付近の水素濃度が 2.2vol%に到達した

場合。 
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⑬ａW/W ベントの場合 

中央制御室運転員 A 及び B は，一次隔離弁（サプレッシ

ョン・チェンバ側）操作用空気供給弁を全開とすること

で駆動空気を確保し，一次隔離弁（サプレッション・チ

ェンバ側）の全開操作により，格納容器圧力逃がし装置

による格納容器ベントを開始する。現場運転員 C 及び D

は，一次隔離弁（サプレッション・チェンバ側）を遠隔

手動弁操作設備による操作で全開状態を保持させる。  

⑬ｂD/W ベントの場合 

中央制御室運転員 A 及び B は，一次隔離弁（ドライウェ

ル側）操作用空気供給弁を全開とすることで駆動空気を

確保し，一次隔離弁（ドライウェル側）の全開操作によ

り，格納容器圧力逃がし装置による格納容器ベントを開

始する。現場運転員 C 及び D は，一次隔離弁（ドライウ

ェル側）を遠隔手動弁操作設備による操作で全開状態を

保持させる。  

⑭中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器圧力逃がし装置

による格納容器ベントが開始されたことを，格納容器内

圧力指示値の低下又は原子炉建屋水素濃度指示値が安定

若しくは低下，フィルタ装置入口圧力指示値の上昇，フ

ィルタ装置出口放射線モニタ指示値の上昇により確認

し，当直副長に報告する。また，当直長は，格納容器圧

力逃がし装置による格納容器ベントが開始されたことを

緊急時対策本部に報告する。 

⑮中央制御室運転員 A 及び B は，FCVS 制御盤にてフィルタ
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装置水位指示値を確認し，水位調整が必要な場合は当直

副長に報告する。また，当直長は，フィルタ装置の水位

調整を実施するよう緊急時対策本部に依頼する。 

⑯中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器ベント開始後，

可燃性ガス濃度制御系及び残留熱除去系の復旧，又は代

替循環冷却系の運転により原子炉格納容器内の除熱が開

始され格納容器圧力逃がし装置を停止できると判断した

場合は，一次隔離弁（サプレッション・チェンバ側又は

ドライウェル側）の全開保持状態を遠隔手動弁操作設備

により解除するよう現場運転員に指示する 

⑰現場運転員 C 及び D は，一次隔離弁（サプレッション・

チェンバ側又はドライウェル側）を遠隔手動弁操作設備

による操作で全開保持状態を解除する。 

⑱中央制御室運転員 A 及び B は，一次隔離弁（サプレッシ

ョン・チェンバ側又はドライウェル側）の全閉，その後

に二次隔離弁又は二次隔離弁バイパス弁の全閉操作を実

施する。 

 

ⅲ. 操作の成立性 

上記の操作は，1 ユニット当たり中央制御室運転員 2 名

（操作者及び確認者）及び現場運転員 2 名にて作業を実施

した場合，作業開始を判断してから格納容器圧力逃がし装

置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱開始まで約 40 分

で可能である。原子炉格納容器内の減圧及び除熱開始後，

現場運転員 2 名にて一次隔離弁を遠隔手動弁操作設備によ
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る操作で全開状態を保持させた場合，約 40 分で可能であ

る。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，

照明及び通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同

程度である。 

 

(b) フィルタ装置ドレン移送ポンプ水張り 

格納容器ベント中に想定されるフィルタ装置の水位調整準

備として，乾燥状態で保管されているドレン移送ポンプへ水

張りを実施する。 

 

ⅰ. 手順着手の判断基準 

残留熱除去系の機能が喪失した場合，又は炉心損傷を判

断した場合※1。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル（CAMS）で原子炉格

納容器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当の

ガンマ線線量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器

内雰囲気放射線レベル（CAMS）が使用できない場合

に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認した場

合。 

 

ⅱ. 操作手順 

フィルタ装置ドレン移送ポンプ水張りの手順は以下のと

おり。 
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供給開始まで約 8 時間で可能である。 

なお，本操作は，格納容器ベント後に時間が経過した後の

操作であることから，大気中に放出された放射性物質から受

ける放射線量は低下しているため，作業可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照

明及び通信連絡設備を整備する。 

 

(2) 全交流動力電源喪失時の対応手順 

a. 格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び

除熱（現場操作） 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱除去系の

機能が喪失した場合及び代替循環冷却系の運転が期待できない

場合は，サプレッション・チェンバ・プール水以外の水源を用

いた原子炉格納容器内へのスプレイを実施しているため，サプ

レッション・チェンバ・プール水位が上昇するが，外部水源注

水制限値に到達した場合は，このスプレイを停止するため，原

子炉格納容器内の圧力を 620kPa[gage]以下に抑制できる見込み

がなくなることから，格納容器圧力逃がし装置による原子炉格

納容器内の減圧及び除熱を実施し，原子炉格納容器の過圧破損

を防止する。 

また，原子炉格納容器内でジルコニウム－水反応により発生

した水素ガスが原子炉建屋に漏えいする可能性があることか

ら，燃料取替床天井付近の水素濃度，非常用ガス処理系吸込配

管付近の水素濃度及び燃料取替床以外のエリアの水素濃度並び

に静的触媒式水素再結合器動作監視装置の出入口温度の監視を
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行い，原子炉建屋内において異常な水素ガスの漏えいを検知し

た場合は原子炉格納容器内に滞留した水素ガスを排出すること

で，原子炉建屋への水素ガスの漏えいを防止する。 

なお，格納容器圧力逃がし装置を使用する場合は，プルーム

の影響による被ばくを低減させるため，運転員は待避室へ待避

しプラントパラメータを継続して監視する。 

格納容器ベント実施中において，可燃性ガス濃度制御系及び

残留熱除去系が復旧した場合，又は代替循環冷却系の運転によ

り原子炉格納容器内の除熱が開始された場合は，一次隔離弁及

び二次隔離弁を全閉し，格納容器ベントを停止する。 

なお，全交流動力電源喪失時は，現場手動にて系統構成を行

うとともに原子炉建屋原子炉区域の系統構成は事前に着手す

る。 

 

(a) 格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及

び除熱（現場操作） 

ⅰ. 手順着手の判断基準 

［原子炉建屋原子炉区域の系統構成］ 

全交流動力電源喪失時に，早期の電源復旧が見込めな

い場合。 

［格納容器ベント準備］ 

炉心損傷を判断した場合※1 において，炉心の著しい損

傷の緩和及び原子炉格納容器の破損防止のために必要な

操作が完了した場合※2。 
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※1:格納容器内雰囲気放射線レベル（CAMS）で原子炉

格納容器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相

当のガンマ線線量率の 10 倍を超えた場合，又は格

納容器内雰囲気放射線レベル（CAMS）が使用でき

ない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認

した場合。 

※2:炉心の著しい損傷を防止するために原子炉圧力容

器への注水を実施する必要がある場合，又は原子

炉格納容器の破損を防止するために原子炉格納容

器内へスプレイを実施する必要がある場合は，こ

れらの操作を完了した後に格納容器ベントの準備

を開始する。ただし，発電用原子炉の冷却ができ

ない場合，又は原子炉格納容器内の冷却ができな

い場合は，速やかに格納容器ベントの準備を開始

する。 

 

ⅱ. 操作手順 

格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧

及び除熱（現場操作）の手順は以下のとおり。手順の対応

フローを第 1.7.1 図に，概要図を第 1.7.27 図に，タイムチ

ャートを第 1.7.28 図及び第 1.7.29 図に示す。 

 

［W/W ベントの場合（D/W ベントの場合，手順⑭以外は同

様）］ 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，原子炉建屋
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原子炉区域の系統構成を現場運転員に指示する。 

②現場運転員 E 及び F は，非常用ガス処理系フィルタ装置

出口隔離弁及び非常用ガス処理系出口 U シール隔離弁の

全閉操作を実施する。 

③当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，原子炉格納

容器内の水位がサプレッション・チェンバ・プール水位

外部水源注水制限（ベントライン-1m）以下であることを

確認し，格納容器圧力逃がし装置により W/W 側から格納

容器ベント実施の準備を開始するよう運転員に指示する

（原子炉格納容器内の水位がサプレッション・チェン

バ・プール水位外部水源注水制限を越えている場合は

D/W 側からの格納容器ベント実施の準備を開始するよう

指示する）。 

④当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本

部に格納容器圧力逃がし装置による格納容器ベントの準

備開始を報告する。 

⑤中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器圧力逃がし装置

による格納容器ベントに必要な監視計器の電源が確保さ

れていることを状態表示にて確認する。 

⑥中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器ベント前の系統

構成として非常用ガス処理系第二隔離弁及び換気空調系

第二隔離弁の全閉を確認する。 

⑦中央制御室運転員 A 及び B は，FCVS 制御盤にてフィルタ

装置水位指示値が通常水位範囲内であること及びフィル

タ装置ドレン移送ポンプの水張りが完了していることを
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確認する。 

⑧現場運転員 C 及び D は，フィルタベント大気放出ライン

ドレン弁を全閉とする。また，耐圧強化ベント弁の全閉

を遠隔手動弁操作設備の開度指示にて確認し，二次隔離

弁を遠隔手動弁操作設備にて調整開（流路面積約 50%

開）とする。二次隔離弁の開操作ができない場合は，二

次隔離弁バイパス弁を遠隔手動弁操作設備にて調整開

（流路面積約 50%開）とする。  

⑨中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器圧力逃がし装置

による格納容器ベント準備完了を当直副長に報告する。  

⑩当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器圧力

逃がし装置による格納容器ベント準備完了を緊急時対策

本部に報告する。 

⑪当直副長は，原子炉格納容器内の圧力及び水位，並びに

原子炉建屋内の水素濃度に関する情報収集を適宜行い，

当直長に報告する。また，当直長は原子炉格納容器内の

圧力及び水位，並びに原子炉建屋内の水素濃度に関する

情報を，緊急時対策本部に報告する。 

⑫当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器圧力

逃がし装置による格納容器ベントの開始を緊急時対策本

部に報告する。 

⑬当直副長は，以下のいずれかの条件に到達したことを確

認し，運転員に格納容器ベント開始を指示する。 

・外部水源を用いた原子炉格納容器内へのスプレイを実施

中に，サプレッション・チェンバ・プール水位が「真空
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破壊弁高さ」に到達した場合。 

・燃料取替床天井付近の水素濃度が 2.2vol%に到達した場

合。 

⑭ａW/W ベントの場合 

現場運転員 C 及び D は，一次隔離弁（サプレッション・チ

ェンバ側）を遠隔手動弁操作設備による操作で全開と

し，格納容器圧力逃がし装置による格納容器ベントを開

始する。 

⑭ｂD/W ベントの場合 

現場運転員 C 及び D は，一次隔離弁（ドライウェル側）を

遠隔手動弁操作設備による操作で全開とし，格納容器圧

力逃がし装置による格納容器ベント操作を開始する。 

⑮中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器圧力逃がし装置

による格納容器ベントが開始されたことを，格納容器内

圧力指示値の低下又は原子炉建屋水素濃度指示値が安定

若しくは低下，フィルタ装置入口圧力指示値の上昇，フ

ィルタ装置出口放射線モニタ指示値の上昇により確認

し，当直副長に報告する。また，当直長は，格納容器圧

力逃がし装置による格納容器ベントが開始されたことを

緊急時対策本部に報告する。 

⑯中央制御室運転員 A 及び B は，FCVS 制御盤にてフィルタ

装置水位指示値を確認し，水位調整が必要な場合は当直

副長に報告する。また，当直長は，フィルタ装置の水位

調整を実施するよう緊急時対策本部に依頼する。 

⑰中央制御室運転員 A 及び B は，格納容器ベント開始後，
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可燃性ガス濃度制御系及び残留熱除去系の復旧，又は代

替循環冷却系の運転により原子炉格納容器内の除熱が開

始され格納容器圧力逃がし装置を停止できると判断した

場合は，一次隔離弁（サプレッション・チェンバ側又は

ドライウェル側）の全閉，その後に二次隔離弁又は二次

隔離弁バイパス弁を遠隔手動弁操作設備により全閉する

よう現場運転員に指示する。  

⑱現場運転員 C 及び D は，一次隔離弁（サプレッション・

チェンバ側又はドライウェル側）の全閉，その後に二次

隔離弁又は二次隔離弁バイパス弁を遠隔手動弁操作設備

による操作で全閉とする。  

 

ⅲ. 操作の成立性 

上記の操作は，1 ユニット当たり中央制御室運転員 2 名

（操作者及び確認者）及び現場運転員 4 名にて作業を実施

し，作業開始を判断してから格納容器圧力逃がし装置によ

る原子炉格納容器内の減圧及び除熱開始まで約 70 分で可能

である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，

照明及び通信連絡設備を整備する。 

遠隔手動弁操作設備の操作については，操作に必要な工

具はなく通常の弁操作と同様であるため，容易に実施可能

である。 

また，作業エリアにはバッテリー内蔵型 LED 照明を配備

しており，建屋内常用照明消灯時における作業性を確保し
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ているが，ヘッドライト及び懐中電灯をバックアップとし

て携行する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

 

(b) フィルタ装置ドレン移送ポンプ水張り 

格納容器ベント中に想定されるフィルタ装置の水位調整準

備として，乾燥状態で保管されているドレン移送ポンプへ水

張りを実施する。 

なお，操作手順については，「1.7.2.1(1)a.(b) フィルタ

装置ドレン移送ポンプ水張り」の操作手順と同様である。 

 

(c) フィルタ装置水位調整（水張り） 

フィルタ装置の水位が通常水位を下回り下限水位に到達す

る前に，フィルタ装置補給水ラインからフィルタ装置へ水張

りを実施する。 

なお，操作手順については，「1.7.2.1(1)a.(c) フィル

タ装置水位調整（水張り）」の操作手順と同様である。 

 

(d) フィルタ装置水位調整（水抜き） 

格納容器ベントにより原子炉格納容器内から排気されたガ

スが格納容器圧力逃がし装置の配管内及びフィルタ装置内で

凝縮し，その凝縮水がフィルタ装置に溜まることでフィルタ

装置の水位が上限水位に到達すると判断した場合，又はフィ

ルタ装置金属フィルタの差圧が設計上限差圧に到達すると判

断した場合はフィルタ装置機能維持のためフィルタ装置の排


